
八王子祭りは、市内最大のお祭りで、80 万人を超す人出で賑わいます。 名物は、関東屈指とも言われ
る山車の装飾です。豪華な彫刻を施した 19 台の山車がお囃子の音とともに甲州街道を練り歩きます。ま
た、重さおよそ 3 トンを誇る「千貫みこし」を延べ 1,600 人が担ぐ様子も大迫力です。 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を
持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

紅葉台の夏祭り   

7 月２０日（土）毎年夏休み
に入ってすぐの土曜日は紅葉
台の夏祭りと決まっています。
今年は２日前に梅雨明けし、３
７度という猛暑でした。この地
域では一番早い祭りです。１週
間後は八王子市の花火大会が

富士森公園であるのでかぶらないようにしています。夏
祭りは、順繰りに回って最後は８月の末にある高尾駅前
のパークハイツの祭りで締めます。ここは、駅前という
地の利もあり、ダイエーが協賛し、夏の終わりを惜しむ
子供たちがあちこちから集まって大変盛り上がるとのこ
とでした。また、昨年も記事にしましたが、狭間町会で
は八王子市の無形文化に指定される「狭間の獅子舞」が
２日間にわたって行われます。昔からの伝統を受け継ぐ
街や駅前の賑やかな場所、紅葉台のような新しく開発し
た町がそれぞれの特徴を生かした祭りになっています。 

 紅葉台では、朝早くから桃源
台公園で祭りの準備が始まり
ます。テントは大きなもので１
０。本部での冷たい飲み物（引
換券）・子供会のゲームやおも

ちゃ、かき
氷・テニスサークルの焼きそばとフ
ランクフルト・シニアクラブと子供
会の焼き鳥・ツバメ文庫の古本市・
拓殖大学から留学生がそれぞれの国
の自慢料理を出店します。留学生に
は日本の文化を感じてほしいと毎年

浴衣を着てもらい盆踊りなどのお祭りを楽しんでいます。
もちろん着付けは有志の方で洗濯も自治会で行っていま
す。 

その他にも昼は、「子供神輿」
が町内を練り歩きます。途中の公
園でジュースや水の補給があり
ます。しかし、最近の暑さは半端
ないので炎天下はたいへんです。
太鼓の音が聞こえると祭りが
やってきたと感じますね。会場の
ステージではみころも幼稚園児が歌や踊りの披露。かつ
ては個人で参加し歌や踊り楽器の演奏などもありました。 

山田太鼓オリズル会の皆さんも毎年ゲスト参加し、勇壮
な太鼓が演奏され、祭りに花を添えます。このグループ
は皆さん女性でバチサバキも軽やかです。太鼓演奏が人
気でいろんなところから呼ばれているようです。シニア
クラブでは、K さんが毎年盆踊りの練習をして、「東京

音頭」「炭坑節」や新曲など踊ります。今年は、新たに
「浅川鳴子踊り」がよさこいソーランを軽やかに舞いま
した。そして、いよいよ最後は「抽選会」。景品はいろ
いろ。毎年名前を呼ばれたときにその場にいないと資格
がなくなるので、最後まで人が沢山残っています。景品
と名前が呼ばれると歓声が上がります。そうやって夏の
祭りは一夜の宴のように華やかに終わります。 

次の日はテントや机椅子などの撤収があります。シニ
アクラブでは、何せ平均年齢が８５歳なので皆さん大変
です。それでも焼き鳥を焼いたり、準備をしたりできる
のも幸せなのかと思います。祭りは祭りにあらず。たく
さんの楽しみと元気と人とのつながりを生み出します。
さて、来週はこの桃源台公園からも花火が見られそうで
す。夏祭りが終わって本格的な夏が始まります。皆さん
にとって夏の思い出はどんなことでしょうか。 

 

粕谷和夫の観察日記 
高尾山のタマアジサイです。普通の
アジサイは植木のものが多く、梅雨
入りの頃が花盛りで今頃はすでに花
が終わっています。しかし、タマアジ
サイは自生（野生）で梅雨末期の今頃
から咲きだし、夏中花を楽しめます。

玉のような蕾からこの名が付きました。この写真は裏高
尾の日影林道で７月１７日に撮ったもの。撮影中にクロ
ツグミのさえずりがまじかで聞こえ、小仏城山に登った
帰りにはほぼ同じ場所でオオルリが囀っていました。 

７月１７日奥高尾の小仏城山に
日影林道から久しぶりに登りま
した。山頂につくとメハジキが咲
いていました。メハジキの名は、
昔子供たちが短く切った茎を瞼
の上下つっかえ棒のようにして

遊んだことからついたと言われています。漢方薬として
産前産後の止血に用いることから、別名をヤクモソウ（益
母草）として利用されていたようです。小仏城山の山頂
の上空にはツバメ、イワツバメ、ヒメアマツバメが舞っ
ていました。 

中央本線日野春駅から歩いて１０分のオオムラサキ自然
公園に行きました。ここには自然の生育状態でオオムラ
サキを観察できる「生態観察施設びばりゅむ長坂」があ
り、多数のオオムラサキを堪能できました。この写真は
クヌギの幹でオスとメスが出
会った場面です。ここは周辺全体
が雑木林と棚田の自然公園に
なっていて雑木林の中に日影が
気持ちよかったです。 
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